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【英語】 

本試験は全４題で構成され、⽂法・語彙・会話・読解という多⾯的な英語⼒に加え、⽂脈を的確に読み解く総合
的な⼒を評価することを⽬的としています。全体を通して、英語を実社会で活⽤するための「実践的な⼒」を問う
ことを意図しており、使⽤する英⽂も私たちの⽇常⽣活や社会活動に結びついた、具体的で内容のある⽂章を選ん
でいます。 

第１問は、⽂法・語法・語彙の知識に加え、整序問題によって英⽂の構成⼒を測定します。特に、倒置や関係
詞、分詞構⽂といったやや複雑な構造を素早く⾒抜く⼒が求められます。第２問の会話⽂問題では、「実践的なコ
ミュニケーション能⼒」を評価します。相⼿が「何を伝えようとしているのか」という意図を正しく把握し、前後
のつながりから話の筋が通る応答を選ぶ思考⼒が必要です。第３問および第４問は⻑⽂読解です。第３問は空欄補
充や⾔い換え、内容⼀致問題を通じて、⽂章の論理的な展開を踏まえた正確な理解⼒が要求されます。第４問で
は、設問もすべて英語で書かれていて、単なる情報の確認に留まらず、⽂章の筆者の意図や主旨を汲み取る⼒を重
視しています。 

受験対策としては、読みやすい具体的な題材を繰り返し読んでください。細かな語彙や⽂法に固執して「⽊を⾒
て森を⾒ず」の状態に陥らないよう注意してください。読解に⾏き詰まった時こそ、⼀歩引いて⽂脈から全体の流
れを読み解く「論理的思考⼒」が必要とされます。 
 
 
 


